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　Distribution　of 　triterpenoids 　 and 　 related 　 cDmpounds 　 were 　 examined 　 with 　 regard 　to　eight

specles 　of 　Gramineous　plants，　 and 　following　compounds 　were 　isolated　and 　identi丘ed ： β一Amyrin

（1），fernenol（Ila｝，　fernenone（Ilb＞，　arundoin （Ilc），　cylindrin （III），　epi ＿friedehnol（IVa），　friedehn

（IVb ），　germanico1 （Va ），
　miliacin （Vb ），

　glutinol（Vla），
　 glutinone（Vlb），　 lupeol（VIIa），　Iupenone

（VIIb）and 　 taraxerol （VIII）（cf．　TABLE 　I）．

　The 　 relation 　between　these 　 compounds 　 and 　those 　 of 　Gramineous 　plants　were 　discussed　from

the 　 chemotaxonomical 　point　 of 　view ，

　Bambusoideae は
一

般 に イネ 科 の 亜 科 に属 し，熱帯 か ら温 帯 に み られ る 大形 の 竹 か ら寒帯 に 自生す る 小形 の 笹 の 類

に 至 る まで 他 の イ ネ科植物同様 ， 幅広 く分布 し て い る ．

　世界の タ ケ亜 科は Engler3） の 分類に よれ ば 15属 397 種，室井
4）に よれば 15属 662 種 に分類 して い る．ま た，そ

の 分布 を大陸別 に み る とア ジア が特に そ の 種類に富み，150 種以上，南北ア メ リカ約 70 種，ア フ リカ 5 種，オース ト

ラ リア 2 種を数え，欧州に は 自生し て い ない こ と が記 され て い る
s）．

　タ ケ亜 科は 6 つ の 族 に分類され，そ の うち，半数以上 の タ ケ が Arundinarieae に 属す，日本産 の タケ ， 笹 は 全 て こ

の Arundinarieaeに 属し，大井に よれ ば 7属 45 種
6）室井 に よれ ば 14 属 91 種 に 分類 して V ・る 4

），竹 の 分類 は 形態 な ら

び に葉の 解剖学的知見 に よ る区別，細胞遺伝学的に染色体数に よ る 区 別 が な され て い る が，染色体 は 2n ＝36，48，

54
，
72 の 四つ に 分け られ，な か で も 2n ＝48 が大部分を占め て い る．今回報告 の 8 種 も全 て 2n＝48 で あ る．こ の よ

うに Bambusoideae を み た と き，他 の 植物 に比 べ ，分類の 根拠 に や や とぼ し く分類学的な研究余地 を残 し て V・る よ う

に 思われ る ．

　そこ で 著者等は 今回 TABLE 　I に示す Arundinarieae に属 す る植物 8 種 に つ き triterpene を中心 に検索を試み た．

　各植物 か らの 成分 の 抽出，精製 ならび に 確認方法 は 従来 の 方法に よ る ．以下 Engler の 分類に従 っ て記す．

　メ ダケ Arundinaria 　simonii 　 RIVIFRE は 関東南部以西の 本州，四国，九州 に 自生または栽培され て い る 高さ 3〜5

m ，径 1〜3cm の 普通 に み られ る 竹で あ る．こ の 地 上 部 よ リイ ネ科植物の 成 分 と し て 特徴的な triterpene　 methyl

ether ，な か で も Andropogoneae ，　 Zoisieae に 多 くみ られ る arundoin （Ilc），な ら び に Paniceae に 多 くみ られ る

miliacin （Vb ） を単離 さ ら に friedelin（IVb），
　glutinone （Vlb ）の ケ トン 体 ， ア ル コ ー

ル と し て germanicDl （Va），

1apeol（VIIa）を それ ぞれ 単離同定 した．

　シ ホ ウチ ク Chimonebambusa　quadrangularis 　MAKINO は一
名 シ カ ク ダケ と も言 い ，中国原産 で 口本 で 栽培 され

）

）

）

）

）

）
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TABLE　 1．　 Triterpenoids　 of 　the　 Gramineae

Tribes Species Part　 used CQmpoundsDate 　 of 　 collection

Arundinarieae

Arundinarieae

AruIldinarieae

Arundinarieae

Arundinarieae

Arundinarieae
Arundinarieae

Arundinarieae

Arundinaria 　 simonii 　 RIV 並 RE

メ ダケ

Chimonobambusa 　quadrangularis
MAKINO 　シ ホ ウチ ク

PhyUostachys　bambu50ides 　SIEB．
et　Zucc ．　 マ ダケ

Phyttostachys　bambusoides 　SIEB．
et 　 ZuCC ．　 var ．　 aurea 　 MAKINo
ホ テ イ チ ク

Phytlestachys　 nigr α MUNRO 　 var ．
henonis　STAPF　ノ ・ チ ク

Sasa　juPonica　MAKINO 　ヤ ダケ

Sasa　 ramosa 　MAKINO ア ズ マ ザ サ

Sasa　 veitchii 　REHD ．　 ク マ ザサ

culms ＆ blades

culms ＆ blades

Ar ．　 Mi ．　 Fr．　 Ge ．
Go ．　 Lu．

Ar ．　Cy ．　 Fr．　 Go ．

culms ＆ blades　 　Fr，　Lo．　Lu ．

culms ＆ b［ades 　　 Fr．　 Lo．　 Ta．

culms ＆ blades　　e−Fl．　 Fr．　Gl．　Go．

culms ＆ blades
culms ＆ blades

culms 　＆　blades

Fr．　 GL　 Go．

Ar ．　Fe．　Fo ．　Fr．

β
一Am ．　 Ff，　 Gl，
Go．　Ta．

May 　1971

Jun．　1971

May 　1971

Jun．　1971

Jul，　 1971

Jul．　 1972

Jul．　 1971

Jun．　1971

β
一Am ： β

一Amyrin ，　Ar ： Arundoin ，　 Cy ： Cylindrin，　Fe ： Fernellol，　 e−Fl： ep レFriedelinol，　 FQ ： Fernenone ，　 Fr ：

Friedehn，　 Ge ： Germanicol ，　 Gl ： Glutino1
，
　 Go ： Glutinone，　 Lo ： Lupenone ，　 Lu ： Lupeol，　 Mi 　 Miliacin，　 Ta ：

Taraxerol

て い る カ ン チ ク 属 の
一

つ で あ る．稈 の 断 面 は 鈍 い 四稜 形 を な し，材 質 も他 の 竹 に比 ぺ 軟 か く，乾 い て 褐 緑 色 を呈 す

る．こ の 地上部か ら fernane系 の methyl 　 ether で あ る arundoin （IIc），
　cylindrin （III）， ケ トン 体とし て friedelin

（IVb），　 glutin。 ne （Vlb）を 単離同定 し た ほ か，　 acetate と し て mp 　 164〜166°の 板状晶 を 得た が 微量 の た め確
．
認す る

に 至 ら な か っ た．

　 マ ダケ Ph−yllostachrvs　bambusoides 　SIEB．　 et　Zucc ．は 中国原産 で 日本 に広 く栽培 さ れ ，
．ハ チ ク ，

モ ウ ソ ウチ ク と

共 に 形 も大 き く，高 さ 10 − 20m ，径 5〜13　cm に 達 し，稈 を竹器 等 の 細工 に 利用 され る 有 用 な竹 の 一つ で あ る．こ

の 地 上部か ら friedelin（IVb ），
　lupenone（VIIb），　 lupeol（VIIa）を単離同定 し た．

　ホ テ イ チ ク Phyllostachys　bambzasoides　SIEB．　 et　Zucc．　var ．　aurea 　MAKINo は マ ダケ の 変種 で，マ ダケ に 比べ ，

全 体 に や や 小 さ く外形 は稈 の 下 方 の 節間が 短 か く膨 出 して い る所 が 特 徴 で あ る。こ の 地 上 部 か らケ トン 体 は マ ダケ 同

様 friedelin（IVb），　 lupen。 ne （VIIb）を単離し，ア ル コ ール 部分は マ ダケ の lupeo1（V 工la）に 対 して taraxerol （VIIIa）

を単離 同 定 し た ．

　マ ダ ケ と ホ テ イ チ ク は外部形態的 に一
見 異 っ た 属 を思 わ せ る が，成分 的 な類似性を示 し て い る と同時 に ま た 変種

として の 成分差も示 し て い る ．　　 　 ．

　ハ チ ク Phylt・ stachys 　 nigra 　 MuNRo 　 var ．　 henonis　 STAPF
‘
は マ ダケ 同様， 中国原産 で 日本 に 広 く栽培 さ れ る 大形

の 竹 で 稈 の 高 さは 10〜20m に達 す る．こ の 地 上部 か ら friedelin（IVb ＞，　glutinQne （VI　b），ア ル コ ール と して glutin 。1

（Vla）の ほ か イ ネ科か ら初め て epi −friedelino1（IVa ）を単離した．ま た ガス ク ロ マ トグラ フ ィ
ー（以下 GLC と略す）

で crusgallln （VIIIb）の 存在を認 め た が単離する に は至 らな か っ た．　 PhyllostachOVs属 は大井 に よ る 分類 で は 5 種 の

うち モ ウ ソ ウチ ク を含め 4 種 を検索 し た が，Arundinarieae の 他 の 属 に み られ る イ ネ 科 の 特徴的成分で あ る fernane

系，arb 。 rane 系 トリテ ル ペ ン は含まれず ， い ずれ も migrated 　oleanan 系 ト リテ ル ペ ン か らな っ て い る こ とは こ の 属

の 特徴 を示 し て い る．

　ヤ ダケ Sasa　J
’
aP ・ nica 　MAKINO は 本州，四国，九州 に 栽培また は 自生 し，外形的 に 節 が 小さく，節間が 長 く，枝

をあ ま りつ け な い こ と か ら，矢，筆柄等 に利用 され る． こ の 地上部 よ り friedelin（IVb ），　 glutinone （Vlb），　 glutin 。1

（Vla）を．単離同定 し た．

　 ア ズ マ ザサ Sasa　 ram ・sa 　MAKINO は 本州中部，と きに 西部 の 山野 に 自生す る 稈丈約 1〜2m の 小形 の 竹 で，冬

季 に 葉 の 縁 辺 が 多少 ， 白色に 枯死す る ．こ の 地上 部 よ り arundoin （Ilc）の ほ か friedelin（IVb ），
　 fernen。 ne （Ilb），

fernenol （Ila）を単離同定 し た．

　 ク マ ザ サ Sasa　 veitchii 　 REHD ．は 本州，四 国，九州 に 自生 ま た は庭園用に 広 く栽培され，冬季は葉の 縁辺 が白く

枯死 し，一
見 ア ズ マ ザ サ と似て い る．こ の 地上 部 よ り friedelin（IVb），　 glutinone （Vlb），β

一
amyrin （1＞，　 glutinol

（Vla ），　taraxerol （VIIIa＞を単離同 定 し た．
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HO

1 β
一Amyrin

R
　

　 　 　 　 OII
IIa　R ：．ζ　　Fernenol
　　　　

’
”
　H

，’，
「

H3CO

1正ICylindrin

Ilb　 R ＝O 　Fernenone

　 　 　 　 OCH3
11cR ： ζ　 　 　 　 　 　 　 　 Arundoin
　　　　

”・H

R

　 　 　 　 　 OH
　 　 　 　 ／

　　　　　　　　epi −FriedelinolIVa　 R ：・tt、t
　 　 　 　 　 H

IVb　R ＝0 Friedelin

R

V 。 R 、ζ
゜HG

。＿ i、。 1

＿ 、藷  in

R

　 　 　 　 　 OH
VI・ R ・死H　

GI・ ・i・・1

Vlb　 R ＝O 　GIutinone

R

　 　 　 　 　 OH
VII・ R ・蕩

。
　 L・p ・・1

VIIb　 R ・＝O 　Lupenone

R

　 　 　 　 　 　 OH
VIII・ R ・蕩

。
　 Ta・ax … 1

VIIIb　R ・婿
H3
　C ・u ・g・11・・

　 　 　 　 Chart　1．

　既 に 報告 し た モ ウソ ウチ ク ， ア ズ マ ネザサ を含 め 10 種 の タ ケ 亜 科 の うち，すぺ て に friedelin（IVb ）を含 み，そ の

ほ か glutin ・ ne （Vlb）5 種，　 Iupenone （VIIb）3 種 を含 み，　 ketone体 が個体数 か ら もま た量的に も多 く分布 して い る

こ とは BambUSQideae の 特徴 で あ る．ま た 外形的 に 小形 の メ ダケ，ア ズ マ ネ ザ サ，ア ズ マ ザサ，シ ホ ウチ ク の 4 種 に

イ ネ科 に 特徴的な fernane系或は arborane 系 triterpene 　 methyl 　 ether が存在 し，逆 に Phyll・stachOrs に属す る

大形 の モ ウ ソ ウチ ク，マ ダケ，ハ チ ク ，ホ テ イ チ ク に は これ ら化合物の 存在が認 め られず，明 らか な対照性を示 し て

い る こ とは分類 と の 関係 か ら興味深い ．

実　験　の 　部

　採集し た植物 は 乾燥細切 し，ヘキ サ ン で 2昼夜連続抽出 し た．抽出液は濃縮後，5％ エ タ ノール 性 カ リ液 で 加水分

解 し，エ ーテ ル 可溶 の 不鹸 化 物 を alumina ま た は silica 　gel に ょ る column 　 chromatQgraphy で そ れ ぞ れ の 結晶 を

単離 標品 との 混融 ，
IR の 比較 に よ り同定．　 triterpenoid な らび に phyt ・ sterol の TLC ，お よ び GLC は第 二 報

7）

　7） 大本太
一，本誌，21，115（1967）．
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に記 載した 方 法 に よ る．なお今回検索 した すべ て の 植物に campesterol ，　 stigmasterol ，β
一sitosterol の 存在を GLC

に よ り確認 した が 各 項 で の 記載は省略 す る．ま た特 に採集地 の 記載 の な い もの は 千葉県習志野市 に お い て採集した も

の で あ る．

　 A ） メ ダ ケ （．4rundinari α simonii 　RIVIERE ）

　 千葉県市原 市 で 採集 し た 地 ヒ部 34 ．2kg か ら赤褐 色 不 鹸化物 32 ．Og を得．300　g の alulnina と 50　g の silica　ge【

で column 　 chramatography を行 な う．

　 a ）・eLrulldoill： ヘキ
ーt　 y − ．く ン ぜ ン （9 ： 1）の 溶出部分 0．229 を 49 の silica 　ge 】で 再 ク ロ マ トを行 ない ，ヘ キ サ

ン ー く ン ゼ ン （19 ： ／）の 溶出部分 を ヘ キ サ ン か ら再結， mp 　236°の 無色針状晶 3mg を得．標品 の arundoin との

混融，IR
，
　GLC の 比 較 に よ り同定．

　 b）Miliacin： arundoin 溶 f−H後 の ヘ キ サ ン ー．ベ ン ゼ ン （9 ： 1）の 溶出部分を ベ ン ゼ ン か ら再 結，　 mp 　284°の 無色板

状晶 ユ1mg を得，標品 の mihacin と の 混融，　 IR，　GLC の 比較 に よ り同定．

　 c ）Glutinone： ヘキサ ン ーベ ン ゼ ン （1 ； 1）か ら，ベ ン ゼ ン ，ベ ン ゼ ン
ー

ク ロ ロ ホ ル ム （工 ： 1）ま で の 溶出部分 2 ．97

g を 30g の silica 　gel で 再 ク ロ マ トを行 な い ，ヘ キ サ ン
ー

ベ ン ゼ ン （3 ： 2） の 溶 出部分 を ベ ン ゼ ン か ら再結 ，
　 mP

252 °

の 無 色柱状晶 0．17g を得．標品の glutinone との 混融，　 IR，　GLC の 比 較 に よ り同定．

　d）Friedelin： 91utin・ ne 溶 出 後 の ベ ン ゼ ン 溶 1／Lii部分 を ベ ン ゼ ン か ら再結，　 mp 　265°の 無色針状晶 0 ・42　g を得．

標品の friedetinと の 混融，　 IR，　GLC の 比 較 に よ り同定．

　 e ）Germanicol： ク ロ ロ ホ ル ム 溶 川部分 7・689 を ピ リジ ン
ー

無 酢 で ア セ チ ル 化 ，粗結晶 7．619 を得．809 の

alumina で cQlumn 　chromatography を行 な う．ヘキ ナ ン ー一ベ ン ゼ ン （19 ：1）の 溶出部分をベ ン ぜ ン か ら再結 mP

286 °

の 無色針状晶 19mg を 得．標品 の germanicol 　 acetate と の 混融，　 IR，　 GLC の 比 較 に よ ！同定．

　f）Lupeol ： germanicol 　 acetate 溶出後の ヘ キ サ ン
ー

ベ ン ゼ ン （9 ； 1）の 溶出部分を酢酸エ チ ル か ら再 結，　 mp 　222 °

の 無色針状晶 0・64g を得 標品 の lupeol　acetate との 混 融，1R ，　GLC の 比較に よ り同定．

　 B ） シ ホ ウ チ ク （ehimonobambusa 　quadrangutaris 　MIAKINo ）

　千 葉県［⊥「武町 で 栽 培 され て い た 地上部 14．5kg か ら 42．Og の 赤褐色不鹸 化 物 を得．350　g の alumina と 50　g の

silica 　gel で column 　chromatography を行 な う．

　 a）Arundoin ： ヘキ サ ン ーoc

’
？ ゼ ン （9 ； 1）の 溶出部分 0．499 を 79 の silica 　gel で 再 ク ロ マ トを行 な い ，ヘキ

サ ン
ー

ベ ン ゼ ン （19 ： 1）の 溶出部分 をヘキ サ ン か ら再結， mp 　234°の 無色針状晶 2mg を得．標 品 の arundoin と

の 混融，GLC の 比 較 に よ り同 定．

b）Cyli・ d・i・ … und ・i・ 溶出後の ヘキサ ン
ー

ベ ン ぜ ン （9 ・ 1）の 溶出部分をベ ン ぜ ン か ら再結，　 mp 　262・の 無色柱

状晶 3mg を得 標品の cylindrin との 混融，　 GLC の 比 較 に よ り 同定．

　c） Glutin。 ne ： ベ ン ゼ ン 溶出部分 0 ・81　g を silica 　gel に よ る再 ク ロ マ トを行 な い ，ヘ キ サ ン
ーベ ン ゼ ン （1 ： 1）の

溶出部分 を ア セ トン か ら再結 mp 　245 °

の 無色板状晶 4mg を得．標品 の glutin 。 ne と の 混融，　 IR，　GLC の 比 較 に

よ り同定．

　d）Friedelin： glutinone 溶出後 の ヘキ サ ン ーペ ン ゼ ン （1 ：4）の 溶出部分をヘキ サ ン か ら再結，　 mp 　266°の 無色針

状晶 11mg を得．標品の friedelinと の 混融，　 IR
，
　GLC の 比較 に よ り同定．

　e ）結品 1 ： ク ロ ロ ホ ル ム 溶出部分 1・789 を ピ リジ ン ー無酢で ア セ チ ル 化 ，粗結晶 1・79g を得．20　g の silica 　gel

で column 　chromatography を行 な う．ヘ キ サ ン ーベ ン ゼ ン （4 ： 1）の 溶出部分をア セ トン か ら再結 mp 　164〜166Q

の 無色板状晶 4mg を得．

　C ） マ ダ ケ （Phyttostachys 　bambusoides 　SIEB ．　et 　Zucc ．）

　稈 29 ・3kg か ら暗緑 色 不鹸 化物 28・59 を得．2009 の alumina と 1009 の silica 　gel で cQlumn 　chromato ．

graphy を 行 な う．

　a）Lupenone ： ヘ キ サ ン ーベ ン ゼ ン （1 ：1）の 溶出部分 を ア セ トン か ら再結，　 mp 　173°

の 無色針状晶 3．Og を得．

標品 の lupenoneと の 混融．　 IR，　GLC の 比較 に よ り同定．
b）F ・i・d・ 1in・ ヘキ サ ン ーベ ン ゼ ン （2 ・ 3）の 溶出部分 をヘキ ナ ン つ い で ベ ン ぜ ン か ら再緒 mp 　265 °

の 無色針状

晶 O・39 を得．標品 の friedelinとの 混融，　 IR
，
　GLC の 比較 に よ り同定．

　c） Lupeol ： ク ロ ロ ホ ル ム 溶出部分 1，63　g を ピ リジ ン
ー一

無酢 で ア セ チ ル 化，粗結晶 1．69　g を得．20　g の alumina

と 18g の silica 　gel で column 　chromatography を行 な う． ヘ キ サ ン ーペ ン ゼ ン （4 ： 1）の 溶出部分 をア セ トン つ

い で ヘ キ サ ン か ら再結，皿 p220
°

の 無色針状晶，143　mg を得．標品 の 1upeQl　acetate との 混融，　IR，
　GLC の 比較
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に よ り同定，

　 D ）ホ テ イ チ ク （PhpUostachvs 　bambusoides 　SIEB・et 　ZUcc ・var ・a π rea 　MAKINo ）

　 千葉 県 市原 市 で 採集 し た 地上部 58．4kg か ら褐 色不鹸化物 162，5g を得．1kg の alumilla と Loo 　g の silica 　geI

で column 　chromatography を行な う．

　a ）Friedelin： ヘキ サ ン
ーベ ン ゼ ン （3 ： 1）の 溶出部．分 17．39 を 1209 の alumina と 609 の silica 　gel で 再 ク

ロ マ トを行ない ，ヘ キ サ ン ーベ ン ゼ ン （1 ：1）の 溶出部分 を酢酸エ チ ル か ら再結，
mp 　264− 265 °

の 無色針状晶 L87 　g

を得 標品 の friedelinとの 混融，
　 IR

，
　 GLC の 比較に よ り1司定．

　b）Lupenone ： 初 め の ク ロ マ トに お け る ヘ キ サ ン ーベ ン ゼ ン （3 ：2）の 溶出部分 7g を，50　g の arumina と 20　g

の silica　ge1 で再ク ロ マ トを行ない ，ヘ キ サ ン
ーベ ン ゼ ン （1 ： 1）の 溶出部分をア セ ］・ン，ヘ キサ ン つ い で ベ ン ゼ ン

か ら再結，mp 　176〜ユ78°の 無色針状晶 75　mg を得．標 品 の lupenoneと の 混融，　 IR，　GLC の 比較 に よ り同定．

　c ）Taraxerol ： ベ ン ゼ ン ーク ロ ロ ホ ル ム （1 ： 1）の 溶出部分 1．49．　g を ピ リジ ン ー無酢 で ア セ チ ル 化，粗結晶 1・44　g

を得．159 の siiica 　gel で column 　chromatography を行な う，ヘキ サ ン
ーベ ン ゼ ン （4 ： ユ）の 溶出部分 をペ ン ゼ ン

か ら再結 ，
mp 　297〜298 °

の 無 色 針状 晶 ユ2　mg を得 標 品 の taraxero ］ acetate と の 混融，　 IR，　 GLC の 比 較 に よ D

同定．

　E ）ハ チ ク （Phgltost α chus 　nigra 　MuNRo 　var ．　henonis 　STAPF ）

　千葉県東金 市 で 栽培 の 地上部 26・1kg か ら禍色不鹸 化 物 19，2g を得． 200　g の alumina で column 　chrornato −

graphy を行なう．

　a ＞Glutinone： ヘキ サ ン
ーベ ン ゼ ン （1 ： 1）か らベ ン ゼ ン ま で の 溶出部．分 3．58　g を 36　g の silica 　gel に よ り再 ク

ロ マ トを行な い
，

ヘキ サ ン
ーベ ン ゼ ン （1 ： 1）の 溶出部分 を ヘ キ サ ン か ら再結， mp 　247〜249°の 無 色 板 状 晶 24　rng

を得．標品 の glutinone と の 混融，　 IR，　GLC の 比 較 に よ ｝P同定．

　b）Friedelin： glutinone溶出後 の ベ ン ゼ ン 溶出部分をク ロ ロ ホ ル ム か ら再紘 mp 　263〜265 °

の 無色針状晶 0・229

を得 標品の friedelinと の 混融，
　 IR

，
　GLC の 比較に よ り同定．

　c ） epi −Friedelinol： ク ロ ロ ホ ル ム 溶 出部分 3．67　g を ピ リジ ン ー
無酢 で ア セ チ ル 化，粗結晶 3 ．74　g を得．30　g の

alumina と 159 の silica 　gel で column 　 chromatography を 行 な う． ヘ キ サ ン ーベ ン ゼ ン （9 ： 1）の 溶出部 分を ク

ロ ロ ホ ル ム
ー

エ ーテル か ら再結，mp 　293 　tv295°

の 無色板状晶 26 皿 g を得．標品 の epi −friedelinol　acetate との 混融，

IR，　GLC の 比 較 に よ り同 定．

　d）Glutinol； epi −friedelinol　acetate を炉取後の 炉 液 を反 復 ク ロ マ ト精製 し，酢酸 エ チル か ら再結，　 mp 　19S
°

の 無

色針状晶 18mg を 得．標品 の 91utinol　acetate との 混融 IR，　GLC の 比 較 に よ り同 定，

　 F ）ヤダケ （Sasa　japonica　MAKINO ）

　千葉県八 千代市 で 採集した 地上部 50・Okg か ら褐色不鹸化 物 73．Og を得．365 　g の alumina 　365　g の silica 　gel

で column 　 charmatography を行な う．

　a ）Glutinone； ヘ キ サ ン ーベ ン ゼ ン （9 ： 1）の 溶出部分 120　mg を ヘ キ サ ン で 洗 い ，不 溶物 をベ ン ゼ ン か ら再結，

mp 　237− 238 °

の 無色針状晶 3mg を得。標品 の glutinone と の 混融，　 GLC の 比較 に よ り同定．

　b）Friedelin： ヘ キ サ ン ーベ ン ゼ ン （1 ： 1）の 溶出部分 7・309 をベ ン ゼ ン お よび ク ロ ロ ホ ル ム か ら再緒 mp 　26／〜

262
°

の 無色針状晶 O．939 を得 標品 の friedelinとの 混融，　 IR，　GLC の 比較に よ り同定．

　c）Glutinol： ベ ン ゼ ン 溶出部分 21・Og を，ピ リジ ン
ー

無酢 で ア セ チル 化 ， 粗結晶 21 ・69 を得．2009 の alumina

で cQlumn 　chromat 。graphy を 行 な い ，ヘ キ サ ン 溶出部分をア セ トン お よ び 酢酸 エ チ ル か ら再結，　 mp 　183〜184°

の

無色鱗片状結晶 6．189 を得．標品 の 9］utinol 　acetate との 混融，　IR，　GLC の 比 較 に よ り同定・

　G ） ア ズ マ ザ サ （Sasa　ramosa 　MAKINO ）

　千葉県佐 倉市 で 採集 し た 地上部 40・Okg か ら暗赤褐色不 鹸 化 物 55・5g を得．400　g の alumina ，150　g の silica

gel で co ！urnn 　chromatography を行 な う．

　a） ArundQin ： ヘ キ サ ン 溶出部分 を si］ica　gel に よ り再 ク ロ マ トを行な い ，ヘキ サ ン 溶出部分をヘキ サ ン か ら再結．

mp 　237
°

の 無色針状晶 2mg を得．標 品 の arundoin と の 混 融 ，　 GLC の 比 較 に よ り同 定．

　b）Fernenone ： ヘ キ サ ン
ーベ ン ゼ ン （7 ：3）か ら 同 （1 ： 1）の 溶出部分を alumina お よ び silica 　gel に よ る反復 カ

ラ ム ク u マ トを行な い ，ヘ キ サ ン ーベ ン ゼ ン （7 ：3）の 溶出部分 をエ タ ノ
ー

ル ，次 い で 酢酸 エ チ ル か ら再結 mp 　197

〜19gD の 無色針状晶 190　mg を得．標品 の fernen。ne と の 混融，　 GLC の 比 較 に よ り同 定．

　c ）Frledelin： 上記 fernenone 溶出後 の column 　chromatography に お い て ヘ キ サ ン
ーベ ン ゼ ン （1 ； 1）の 溶出部
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分 を ア セ トン ・次い で ヘキ サ ン か ら再結，mp 　265 °

の 無色針状晶 ユ85　mg を得．標 品 の friedelinと の 混融 ，
　 IR，

GLC の 比較 に よ り同定、

　d＞FernenQl ： 初 め の column 　chromat 。graphy に お け る ク ロ ロ ホ ル ム ーエ タ ノール 溶出部分 38．09 を ピ リジ ン

ー
無酢で ア セ チ ル 化，粗結晶 36．Og を得．300 　g の alumina と 150　g の silica 　gel で c。lumn　 chramatography

を行な い ， ヘ キ サ ン ーペ ン ゼ ン （4 ： 1）の 溶出部分をア セ トン 次い で ベ ン ゼ ン か ら再結， mp 　218 °

の 無色針状晶 11

mg を 得．標 品 の fernenol　acetate と の 混融，　 IR
，
　GLC の 比較に よ tp同定，

　H ）ク マ ザ サ （Sasα veitchii 　REHD ．）

　千葉県鎌ケ谷市で採集し た地上 部 76 ，2kg か ら赤褐色不鹸化物 157．Og を得．750 　g の alumina と 150　g の silica

gel で column 　chromatography を行な う．

　a ）Glutin。 ne ： ヘ キ サ ンーベ ン ゼ ン （1 ：1）の 溶出部分を silica 　gel で 反復カ ラ ム ク ロ マ トを行 な い ，ヘキ サ ン ーベ

ン ゼ ン （1 ： ユ）の 溶出部分 をヘ キ ナ ン か ら再結，mp 　252〜253°

の 無色板状晶 1．85　g を得．標品 の glutinone と の

混 融，IR，　GLC の 比 較 に よ り同定．

　b）Friedelin： 上記 glutinone 溶出後 の ヘ キサ ン
ーベ ン ゼ ン （1 ：1）の 溶出部分 をベ ン ゼ ン か ら再 結，　 mp 　269・の

無色針状晶 6．51g を得．標品 の friedelinとの 混融，　IR，　GLC との 比 較 に よ り同定，

　c ）β
一Amyrin ： 初め の column 　ehromatography の ベ ン ゼ ン か らベ ン ゼ ン

ー
ク ロ u ホ ル ム （2 ：1）の 溶出部分 43．5g

を ピ リジ ン
ー

無酢 で ア セ チ ル 化 ， 粗結晶 46・09 を得。3209 の alumina と 1409 の silica 　gel で column 　 ehro −

matography を行な う．ヘ キ サ ン溶出部分をヘ キ サ ン か ら再結，　 mp 　246〜247
°

の 無色針状晶 54　mg を得．標品 の

β一amyrin 　 acetate との 混融，　 IR，　GLC の 比較に よ b同定．
d）GI ・ ti・ ・1・ β

一
・ my ・i・　 acet ・t・ を瀦 後の べ ン ぜ ン ま で の 溶出音1吩 を ・ili・a　g ・1 に よ る 2X｛夏カ ラ ム ク v マ トを行

な い ヘ キ サ ン ーベ ン ゼ ン （9 ： 1）の 溶出 部分 をア セ トン ，次い で ヘキ サ ン か ら再結．mp 　187°の 無色板状晶 6．10　g
を得．標品 の glutinol　aceta しe との 混 融，　 IR

，
　GLC の 比 較に よ り同定．

　
e ）Taraxerol： 初 め の column 　chromatography の ベ ン ゼ ン ーク ロ ロ ホ ル ム （1 ： 1） か らク ロ ロ ホ ル ム 溶 出部 分

26・Og をピ リジ ン ー一
無酢 で ア セ チ ル 化 ，粗結晶 25．5g を得．180 　g の alUrnina と 80　g の SitiCa　gel で COIUmn

chromatography を行 な う．ヘ キ サ ン
ーベ ン ゼ ン （9 ： 1）の 溶出部分をベ ン ゼ ン か ら再結，　 mp 　312e の 無色 柱 状 晶 76

m9 を得．標 品 の taraxerol 　acetate と の 混 融，　 IR，　GLC の 比較 に よ り同定．
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